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7月18日㈭ 総務文教常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 × × － － － － － － － － － － － － － － － ５
8月27日㈫ 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 － － － － － － － － － － － － － － － ６
8月28日㈬ 観光建設常任委員会 － － － － － － － 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 － － － － － － － － ６
8月27日㈫ 民生福祉常任委員会 － － － － － － － － － － － － － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ７
8月20日㈫

議会運営委員会
－ 〇 － － 〇 － － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇 10

8月26日㈪ － 〇 － － 〇 － － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 〇 10
9月18日㈬ － 〇 － － 〇 － － － － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 － 〇 〇 × 〇 9
9月 5日㈭ 議会改革特別委員会 － 〇 － 〇 － － － － － 〇 － 〇 － － 〇 〇 〇 － － 〇 － － ８
8月26日㈪ 第３回定例会（開会） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 22
9月10日㈫ 第３回定例会（一般質問①）〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21
9月11日㈬ 第３回定例会（一般質問②）〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21
9月12日㈭ 第３回定例会（一般質問③）〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21
9月20日㈮ 第３回定例会（閉会） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 22
9月17日㈫ 決算審査特別委員会 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21
9月18日㈬ 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 21

　令和６年第３回定例会は、８月26日から９月20日まで26日間
の会期で開かれました。十和田市個人番号の利用に関する条例の
一部を改正する条例の制定など、議案13件（発議２件を含む）、報
告４件、認定８件が上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

議案審議の状況
９月定例会

❷ ❸

市ＬＩＮＥ公式アカウントと
Ｌアラート（災害情報共有システム）
を連携します

可決
可決

　今年度末をもって「駒らん情報めーる」を廃
止し、情報発信ツールをＬＩＮＥに統合するため、
Ｌアラート（災害情報共有システム）の情報を
ＬＩＮＥで自動的に配信する機能を追加します。

　令和６年度に国から採択を受けて畑地化に取
り組む農業者に対し、土地改良区に支払うべき
地区除外決済金を補助します。

◆補助金額
　10ａ当たり
　上限250,000円

畑地化に取り組む農業者に
　　　地区除外決済金を補助

令和６年第2回定例会終了後から第3回定例会までの間に開催した本会議及び各委員会の議員出欠状況
※「〇」は出席、「×」は欠席、「－」は所属外

市公式ＬＩＮＥ
友だち登録してね

「令和5年度決算審査 すべて認定」

学校施設改修事業
問　市内小中学校のＬＥＤ化の計画は。
答　国が2030年までにＬＥＤ化100％を目標

としていることから、今後、計画的にＬＥＤ
化を進めていく予定です。

生ごみ等減量事業
問　生ごみ回収実証事業の成果は。
答　一本木沢町内会のごみステーションに専用

バケツを設置し、ひと月で約960㎏の生ご
みを回収することができ、

　一般家庭１戸当たり約1.5
　日分の電気エネルギーと
　有機肥料約50㎏の再資源
　化につながりました。

健全育成施設（仲よし会）管理業務
放課後児童

子ども見守り支援事業
問　具体的な事業内容は。
答　高校生以下の子供がいるひとり親家庭等を

対象に、月に２～３回子ども食堂を開催して
食事を提供する中で、支援が必要な家庭や子
供の状態を把握し、必要に応じて家庭訪問を
行うなど、児童虐待等の早期発見、早期対応
に取り組んでいます。

結婚・婚活支援事業

　令和５年度の一般会計、各特別会計、各企業会計の決算は、全議員で構成する決算審査特別委員会
の審査を経て、いずれも認定されました。
　決算審査特別委員会での主な質疑を抜粋して掲載します。

決 算 審 査 特 別 委 員 会 で の 主 な 質 疑

問　ウェディングメモリアル事業補助金の具体
的な用途は。

答　結婚式や結婚披露宴、フォトウェディング
などの費用の一部を補助しました。
問　結婚新生活支援事業の実績が減少している
が、ニーズ調査は行っているか。

答　事業を活用した方にアンケート調査を行っ
　ており、結婚に伴う
　経済的不安が１番多
　く課題として挙げら
　れています。

問　仲よし会は終了時間が早く、働き方を変え
ざるを得ないとの声があるが、時間延長を検
討できないか。

答　今年度、第三期子
　ども・子育て支援事
　業計画を策定する中
　で、検討します。

老人保護措置
問　老人ホームはどこもいっぱいですぐに入所
できないと聞くが、緊急に入所が必要な場合
の対応は。

答　高齢者の生命、身体に重大な危険が生じる
恐れがあるか等、入所措置の必要性を判断し、
対応しています。入所措置とならない場合も、
状況に応じた介護サービス等を利用し問題を
解決できるよう、家族やケアマネージャーと
調整しています。


